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Ⅰ. はじめに 

SDGs とは、Sustainable Development Goals の略で、持続可

能な開発目標と訳される。世界をより良い方向に修正するため

に必要な目標が、2015 年 9 月の国連サミットで示された。現在、

世界には、環境・貧困・人権・平和・開発といった様々な地球規

模の課題がある。SDGs は、持続可能な世界を実現するための 17

の Goal と 169 の Target から構成され、地球上の誰一人として

取り残さない（leave no one behind）ことを誓っている。環境

問題はその課題の 1つでもあり、SDGs に含まれる。 

今回、私はこのプロジェクトに参加し、学んだことを、ESD や環境教育を通して、2030 年の SDGs のゴ

ールにいる「現在の子どもたち」に還元していく。特に、特別支援学校に在籍する児童生徒の SDGs につ

いての授業実践例は少なく、特別支援学校に在籍する児童生徒を対象とした汎用性のある授業づくりを

めざす。プロジェクトでの多くの学びの中で、児童生徒の実態や興味関心を考慮し、「１．海外からの協

力や支援 ２．モンゴルの環境調査と保全 ３．ゲルとキャンプ生活」の 3 点を中心に授業を展開し、

SDGs についての理解を深めることにした。 

 

Ⅱ. プロジェクトの学び 

１． 海外からの協力や支援 

 「Wildlife of the Mongolian Steppe」プロジェクトは、モンゴ

ルの政府や保全団体、大学だけではなく、「Denver Zoo（DZ）」や

「Earth Watch（EW）」などの海外の団体の協力や支援で行われてい

る。また、EW ボランティアは、世界の国々から参加するボランテ

ィアメンバーである。SDGs の Goal 達成には、自国だけではなく他

国の課題にも目を向け、世界の課題を自分ごととして捉え、活動し

ていくことが必要である。モンゴルの環境保全を、他国の人たちと

ともに取り組んだり、国境をまたぐ活動では、他国と協力し、研究したりしていることはとても重要なこ

とである。 

チームは、リーダーの Gana、DZ ボランティアの Diana、EW ボランティア 6名（Junya, Karen, Del, MJ, 
Gail, Wakana）、現地スタッフ 8 名（Uujgii<キャンプマネージャー>, Jagaa<運転手>, Puugii<運転手

>,Baagii<運転手>, Tseegii<調理担当>,Ariunaa<清掃担当>,Serchee<Vulture担当>, Remo<Small mammals
担当>）、モンゴル大学の修士課程の学生 2 名(Bolor<Vegetation 担当>,Tuvshee<Vegetation 担当>)、計

18 名で構成されていた。 

メンバーからは、EW の活動だけでなく、米国やモンゴルの文化、教育システム等について学ぶことが

できたが、すべて英語での生活（現地の人たちはモンゴル語）だったため、コミュニケーションに課題が
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ある特別支援学校の児童生徒の気持ちにも共感することができた。 

２．モンゴルの環境調査と保全 

プロジェクトの背景 

モンゴルの国土は広大でその面積は 1 億 5,600 万 ha、人口密度は低く、シベリアのタイガ林、ユーラ

シアのステップ地帯、そして中央アジアの砂漠の三者の入り混じった様相をなす。地球全体の気候の変

動に伴い、モンゴルでも干ばつや温暖化が動植物にとって重大な問題に発展している。また、面積の約

80％を占める放牧用の家畜の増加も動植物に重大な影響を及ぼしている。1990 年以降、社会主義経済の

崩壊とともに家畜の飼育数は増加し、家畜は遊牧民が個人で所有するところとなった。飼育数の増加は、

これまで牧歌的な暮らしをしてきた地方の遊牧民の生活や自然環境にも激しい変化をもたらした。 

このような環境の悪化の中で、DZ や EW などの海外の団体も加わって、絶滅のおそれのある Cinereous 

Vulture（クロワシ）や Algali Sheep（アルガリ羊）などの野生生物の保護、動植物の生態調査や保全が

始まった。このプロジェクトによって、動植物が相互にどう影響し、共存しているか、また野生動物同士

だけではなく、保護区内の家畜との共存などを含め、最善の方法を導きだそうとしている。 

 

プロジェクトの様子 

今回私が参加したプロジェクトでは、① Cinereous Vulture（クロワシ） ② Small mammals（小動

物） ③ Vegetation（植物） の調査を中心に行った。 

① Cinereous Vulture（クロワシ） 

Vulture は、鳥綱タカ目タカ科の鳥である。ヨーロッパ南部、中央アジア、チベット、モンゴル、アフ

リカなどに分布し、日本にはまれに渡来する迷鳥で、全長約 1.1 メートル、翼開長約 2.5～3 メートル、

重さ 7～13 キログラムにも達し、腐肉を主食とする巨大なワシである。IUCN によると全個体数は 2000 年

代に 10,000～20,000 羽台と推定され、「準絶滅危惧種」に入っている。活動の地である Ikh Nart Nature 

Reserve（イクナート自然保護区）には、460 を超える巣があり、2019 年の春の調査では 70 の Active 

Nests（卵またはひながいる活動中の巣）が確認されている。この時に、大きさ、直径、地面からの高さ、

敵の侵入の困難性などの巣や場所の特性、食物の入手の可能性、他の巣までの距離などを調査し、ひなの

生存について記録している。Vulture の親鳥は巣に 1 つの卵を産み育て、ひなは生後 100 日前後になる

と、巣立ちし、中国や韓国、北朝鮮に渡る。その後、中国や韓国の研究機関とも連携をとり、その生態に

ついて調査し続けている。 

今回の調査期間内で、私たちは 36/70（私自身は 19）の Active  Nests の

様子やひなの現在の生育状況(全長、くちばし、脚や爪、翼の長さなど)を記

録することができた。また、ひな一羽一羽の両翼にタグと足に識別番号を取

りつけ、巣に戻すことができた。 

 8 月 6 日（火） 

すべての EW ボランティアは、Vulture の生態や Vulture Capture and 

Tagging の方法について、Gana や Serchee（サッチェ）から説明を受けた。 

  8 月 7 日（水） 

すべての EW ボランティアで Vulture Capture and Tagging を行った。4つ

の巣のひなの記録をとり、タグを取りつけ、巣に戻すことができた。巣の大

調査を行った Nests（右上） 



きさなどを含め驚くことばかりだった。Serchee は GPS で

70 ある巣の位置をすべて把握していた。 

8 月 8 日（木） 

この日から、EW ボランティアを 2つのグループに分け、

それぞれ Vulture と Vegetation の調査を行った。私は、

Vulture の調査に参加し、昼食をはさみ、6つの巣をまわ

った。昨日と違って、記録やひなをホールドするなど、本

格的なサポートを行った。Serchee や Jagaa の手際のよさ

に今日も驚かされた。途中、Algali や Ibex などの野生動物を遠くに見ることができた。 

8 月 12 日（月） 

午前中は寒く、小雨が降っていたが、午後からは日差しも強く、暑く

なった。この日は Vulture の調査に参加し、8羽のひなの記録をとるこ

とができた。下記のメモのように、途中、新しい巣の発見もあり、13 の

巣を調査した。「4．」のように、巣から飛び去っていくひなもいた。ま

た、飛べなくても、必死に抵抗し、巣から飛び立とうとするひなもいた。

飛べない場合は、数百ｍ先で、着陸することもあるので、その場合、

Serchee が必死になって追いかけ、捕まえていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 13 日（火） 

夕食の後に、Serchee の Vulture の研究発表（プレゼンテーション）があった。特に興味深かったこと

は、巣の場所によって、ひなの生存率(%)が大きく異なるということだった。天敵である肉食動物が少 

Vulture Capture メモ 

1. 記録 OK ① 

2. ひなはいなかった 

3. 新しい巣を発見した。親 2羽が飛び去ったが、ひなはいなかった 

4. 飛んで逃げていった ② 

5. 記録 OK ③ 

6. 記録 OK ④ 

7. 高い岩の上の巣だった。ひなの抵抗が大きく、Serchee は、てこずっていた ⑤ 

8. Lice（しらみ）がいっぱいついているひなだった ⑥ 

9. 「Too young（若すぎ）」で計測しなかった  

10. 親 2 羽が飛び去ったが、ひなはいなかった 

11. 親 2 羽が飛び去ったが、ひなはいなかった 

12. 記録 Ok（木の上）⑦ 

13. 記録 Ok（木の上）⑧ 
足首につける識別番号と 

Denver zoo のメールアドレス 

手際よく作業を進める Serchee や Jagaa 

岩の上の巨大な巣 

Vulture とプロジェクトメンバー 



単位：％ 

 ない地域ではあるが、巣の場所の選択がとても大切なことを知った。 

 

  

8 月 14 日（水） 

Ikh Nart の最も南にあるポイントに出かけた。2 時間以上の運転

で、Jagaa は、もうすぐ中国だと話していた。昨日の、Serchee のプ

レゼンテーションをふり返りながら、活動した。ある巣の近くに

Algali の死体があった。これも Vulture の大切な餌となり、Serchee

や Jagaa は回収せずに、自然のままにしていた。また、ひなの翼が壊

れ、死んでいる巣もあった。Serchee はきつねにやられたと話してい

た。昨日の話にあった Shrub nest もあったが、Vulture はいなかった。南西に行くほど、より砂漠化し、

環境条件が悪くなるので、生きていくことの厳しさを感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシートは一例だが、私たちは 36（私は 19 のデータ収集）の Vulture の Capture と Tagging を行

うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Rock の巣 Tree の巣 Shrub の巣 合計 

2016 52.6 66.7 0 55.9 

2017 48.6 67.6 0 54 

2018 47.6 80.0 0 55.3 

Vulture Capture メモ 

1. 記録 OK ①（近くに Algali の死体があった） 

2. ひな（生後 80 日）の翼が壊れ、死んでいた（キツネにやられたのでは） 

3. 飛んで逃げていった 

4. ブッシュの上に巣だけ → 巣を営むのは難しい 

タグが私のイニシャルと同じひなとその記録 

Shrub の巣での生存は難しい 

アルガリ羊にとっても厳しい環境に 



② Small mammals（小動物） 

保護区内には、多くの Small mammals が生息している。これらの種類の同定については、すでに把握

されているので、新種を探す目的ではなく、生息の様子や分布を調査している。捕獲した個体の体長など

の生育状況を記録し、耳に金属の識別番号をつけ放した。1つのエ

リアには、10ｍごとに 10 個の罠×10、計 100 個の金属の箱に「ク

スクス」を入れて一晩、待った。罠の入り口はすべて東北を向き、

小動物が入ると入り口の扉が閉まる仕組みになっている。夕方に罠

をしかけ、早朝に記録する。また、2つのエリアを 1週間調べ、次

のエリアに移る。今回の調査期間内で、私たちは 4 つのエリアの

Small mammals の生態や生育状況を記録し、識別番号をつけること

ができた。 

8 月 6 日（火） 

すべての EW ボランティアは、Small 

mammals の種類や生態、罠の方法など

について、Gana や Remo（レモ）から説

明を受けた。 

  8 月 7 日（水） 

すべての EW ボランティアで、6：00AM から Departure for Small mammals

を行った。6匹/100（エリア 4）と 5匹/100（エリア 6）の記録がとれ、放し

た。まず、全員で罠を確認し、中に Small mammals が入っていたら、それを

立てておき、Remo を中心に記録し、耳に識別番号をつけた。そして扉を閉じ

て、キャンプに戻った。5:30PM に扉を開きに出かけ、罠をしかけた。これを 1週間くり返し、データ収

集を行った。 

8 月 8 日（木） 

すべての EW ボランティアで、6：00AM Departure for Small mammals

を行った。この日は朝から晴れていたので、Small Mammals は朝早くか

ら活動し、2 つのエリアをあわせて 28 匹もの Small Mammals の記録を

とることができた。活動については、天候や気温等に大きく影響がある

様子だった。私は、後半のエリアの記録を担当し、Remo のコメントをシ

ートに書き留めた。 

8 月 12 日（月） 

9 日、10 日、11 日の 3日間、午前中の雨が続き、Departure for Small 

mammalsは中止となった。モンゴル

の朝晩の冷え込みは厳しく、罠に

かかった Small Mammals が凍死し

てしまうということだった。11 日の午後から雨があがったので、扉

を夕方に開いておいた。週が変わっているので、エリア 5と 8の調

査を行った。2つのエリアで 10 匹と少なかった。雨上がりの朝で気

1 週目はエリア 4 と 6、2 週目はエリア 5 と 8 

扉が閉まってる。捕まえた！ 

 Desert hamster 

ブッシュには、蛇も潜んでいた 



温も低く、まだ活動していないという話だった。エリア 5 はブッシュもあり、罠をしかける時に 2 匹の

蛇を見かけた。Small mammals を餌にしているということだった。 

8 月 13 日（火） 

昨夜の雨のため、気温も低く、非常に少なく 10 匹だった。特

に再捕獲が多かった。 

8 月 14 日（水） 

Vegetation のグループが、Departure for Small mammals を担

当した。私は、Vulture を

担当していたので、参加

しなかった。この日も朝

の気温が低く、7 匹だっ

た。夕食の後に、Remo の Small mammals の研究発表（プレゼンテ

ーション）があった。 

8 月 15 日（木） 

朝から強風と気温の低さから、6 匹しか記録がとれなかった。

Small mammals はまだ活動していない様子だった。 

左のシートは 1 日分の記録だが、このプロジェクトでは、4 つ

のエリアの調査（72 匹）を行うことができた。 

 

 

③  Vegetation（植物） 

保護区内の植物がどの程度の割合で生えているかを調査した。10 ㎝の枠 100 個に区切られた 1ｍ四方

のゲージを使用し、その中にある植物の種類、数、高さ（Max,Mid,Min）などを記録した。以下のように

10ｍ四方の 4 隅と内のランダム 1 箇所の 5 箇所を調べたら、別のエリアに移動する。また、10ｍ四方の

外のランダム 1箇所の植物をすべてカットし、回収する。植物の生態だけではなく、家畜が植物を食べて

いる場所と Algali や Ibex などの野生動物が植物を食べている場所を比較することで、両者がどのよう

な植物をどの程度食べているかを把握し、共存していくためにどのような植物が必要かなどを分析して

いた。さらに、野生生物の生息地や食べる速度からその生態などの解明にもつなげていた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再捕獲も多かった 

朝晩の冷え込みが厳しい日は、少なかった 

１㎡ 

ランダム 

ランダム/回収 

10ｍ 

10ｍ 

１㎡ 

１㎡ 

１㎡ 

１㎡ 

１㎡ 

保護地区を細かく分けてある 



 雨が降った後は、植物の調査ではなく、土壌のサンプルを収集した。中

心地から 3方向へ 4か所ずつの土を採集した。雨が降った後の土壌は、よ

り多くの植物を成長させ、植物の成長によって、ビタミンやミネラルが増

え、動物たちの栄養にもなる。これらの土壌のサンプルをウランバートル

に送り、分析していた。また、Gana にこの土壌の研究について質問すると、

「Biological soil crusts are a complex mosaic of cyanobacteria, 

green algae, lichen, mosses, microfungi and other bacteria. 

Nitrogen fixation, since nitrogen can limit net primary 

productivity in many desert ecosystems. Maintaining normal nitrogen cycles is critical to soil 

fertility and prevention of desertification. Cyanobacteria and Cyanolichens can be an important 

source of fixed nitrogen for plants and soil in desert  ecosystems.」という回答があった。ゴビ

は年々、砂漠化が広がっている。それを食い止めるために、土壌にある Cyanobacteria や Cyanolichens

などが重要な役割を果たすと話して

いた。 

8 月 6 日（火） 

すべての EW ボランティアは、

Vegetation について、Gana から説明

を受けた。 

  8 月 10 日（土） 

 7 日は、すべての EW ボランティアが

Tuvshee(トシェ)と Bolor(ボラ)といっしょに Vegetation を行い、7 つのエリアの調査ができた。また、

8日は、別のグループが 2つのエリアの調査を行った。9日は雨が降ったので、Vegetation は中止し、し

ばらく土壌サンプルの採集となった。この日、4つのエリアの土壌サンプルを採集できた。Tuvshee が手

際よく行っていた。ブッシュには、蛇が潜んでいるので注意が必要だった。 

  8 月 11 日（日） 

 4 つのエリアの調査を行った。カウントや計測だったが、似ている植物を

Tuvshee は適格に見分けていた。 

 8 月 13 日（火） 

 12 日は、夕食の後、Tuvshee の研究発表（プレゼンテーション）を聞いた。ま

た、日中、別のグループが 5つのエリアを調査することができた。この日は 1日

中、Vegetation を行った。私たちは 10 のエリアをまわり、終了したが、雨が降

ると 2 日行けなくなるので、その後も Tuvshee と Bolor は 6 つ(雨のため 2 箇

所になった)のエリアをまわっていた。 

 8 月 15 日（木） 

 昨日は、別のグループが 16 のエリアを調査することができた。最終日はすべての EW ボランティアが

キャンプ地裏手にある 4つのエリアで行った。車を使わず歩いてまわったが、急な岩場もあり、大変だっ

た。上のシートは 1日分の記録だがこのプロジェクトでは、私たちは 54（私は 22）のエリアの Vegetation

（土壌調査を含む）を調査することができた。 

植物が 100 を超えるものもあった 

カッティングの作業 見分けのつきにくい植物も多かった 

いろいろな植物が生息していた 



３． ゲルとキャンプ生活 

 ゲルは遊牧民が使

用している伝統的な

移動式住居である。こ

の住居に限らず、キャ

ンプは、エコロジーな

生活であった。 

ゴビ砂漠では、水は

貴重な資源である。キャンプ地

では、湧水をくみ、大きなタン

クに入れ、使用していた。そこ

から、飲み水やシャワー、洗濯

などに使うが、限りのある水を

大切に使っていた。飲み水は、

湧水をろ過して飲んでいた。湧

水は多いわけではない。キャン

プの裏手にある湧水には、馬や

鳥がやってきて、水を分け合って生活していた。シャ

ワーは、ビニール袋に入れた水を日中、岩場の上に置

き、直射日光で温めておいた。雨の日や朝、シャワー

をする時は、かなり冷たかった。また、食器を洗う時

は、たらいを 3つ用意して、最初に洗うたらいから 2

つ目、3つ目と横に移して洗っていた。1つ目が汚れ

ると 2 つ目を 1 つ目に、3 つ目を 2 つ目にし、新しい水を 3 つ目においた。最後は、

ラックにおき、自然乾燥させた。最小限の水で、十分奇麗に洗うことができていた。

洗濯は、たらいの中に水をため、手洗いをした。水が限られているので、何回もすすぎをすることはでき

なかったが、2日に 1度洗濯をすることができた。 

 トイレは、水洗ではなく、用を足したら、乾燥させた馬の糞を上にかぶせた。用を足して、いっぱいに

なった便器の桶は、トイレの後ろの

小窓から取り出し、中味を裏のドラ

ム缶で燃やした。草原には、動物の糞

があふれていたが、匂いもなく、歩い

ていても気にならなかった。貴重な

水を無駄なく使い、衛生面も考えら

れた合理的なシステムだった。 

 砂漠とは言え、ステップ気候で、朝晩はとても涼しく、雨の日も多かった。日中は、太陽が出ると気温

ゲルの外観 ゲルの内観 

タンクに水をためておく 

飲み水 

食器を洗う 3 つのたらい 

温めた袋でシャワー 日光で温める 

衛生的なトイレだった 馬の糞をほした物をかぶせる 



が上がり、作業中の体力を奪った。電気については、太陽光

パネルから造り、節約して使っていた。ゲルの中はとても快

適だった。外側のシートの下の部分をまくることで暑い時は

風を通した。冬は寒さが厳しくなるが、中で暖をとり、保温

効果もあった。 

ある朝、起きるとヤギがつながれていた。その後、解体が

始まり、現地スタッフが手際よく、皮をはぎ、肉を取り出し

ていた。この時、よう

やく今日はバーベキューだったことを思い出した。ヤギを解体し

食べることは、モンゴルではあたり前の風景で、肉を熱した石と

ともに金属製の調理器具に入れ、保温調理していた。肉片も残さ

ず食べ、残った骨を「シャガイ」というゲームの駒にしていた。

動物の命を頂いて食べることは、自然保護と矛盾しそうだが、生

きるために最低限の動物を食べ、それらに感

謝し守っていくことが遊牧民の生活であり、

これが自然とともに生きることだと感じた。 

キャンプでは、ごみの分別やリサイクルを

厳しく行っていた。また、昼食に持って行っ

たリンゴの芯やオレンジの皮は、草原に捨て

てきた。動物の死骸もそのままの状態にして

いたが、旅行者が捨てたプラスチックゴミは

回収していた。キャンプ地では、自然のもの

はそのまま自然に返していた。 

キャンプ生活は、自然を保全する

とともに、自然とともに生きること

だった。物にあふれ、蛇口をひねる

と安全な水が出てくる日本の生活

と比較し、不便な所も多かったが、

充実した生活を送ることができた。

日本人が忘れた生活スタイルであ

り、この自然とともに生きる意識こそが、SDGs のゴール達成に向けて大切なのかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

室温を調整 

ヤギに感謝して 

金属製の調理器具に入れてバーベキューに 

ジャガイ 

厳しく分別 洗った水も植物へ 

湧水を飲みにくる馬 Algali が神々しく顔をのぞかせる 



Ⅲ. 授業での学びの還元 

プロジェクトの学びから、以下の学習指導（活動）案例を作成し、本校の児童を対象に実践した。こ

の指導案例は汎用性があるものとし、展開の仕方や指導上の留意点・支援などについては、児童・生徒

の実態などに応じて、適宜アレンジしていく必要がある。 

【授業概要】 

 

 領域・教科 総合的な学習の時間 対象 小学部 授業時数 3時間 

1. 単元名(活動名)：モンゴルの自然を守ろう～ぼくたち、わたしたちができること～ 

2. 単元の目標（評価の観点を意識して設定）： 

・モンゴルの自然やプロジェクトに関心をもち、できることに取り組もうとする。【関心・意欲・態度】 

・自分たちができることを考え、発表する。【思考・判断・表現】 

・モンゴルの自然やプロジェクトを通して、世界の課題について知る。【知識・理解】 

3. 

単元

の評

価規

準 

①知識及び技能 モンゴルの自然やプロジェクトについて理解する。 

②思考力、判断力、表

現力等 
資料を読み取り、判断し、自分の意見を発表することができる。 

③学びに向かう力、人

間性等 
授業の中で学んだことを活かし、生活の中で具現化することができる。 

4. 指導の留意点や工夫点 

・児童の実態や障害の状況に合わせて、導入や展開の仕方を変えていくとよい。  

・教師の一方的な説明にならないように児童の気づきを大切にする。 

・具体物を操作したり、五感を使って体感したりするなど、より興味を持てるような展開にする。 

・自分の生活と比較したり置き換えたりするなど、他国のことを「自分ごと」化できるようにする。 

5. 単元計画（全 3時間）  

時 ねらい 学習活動 資料など 

1 

 

モンゴルの文化や自然、ゲル、 

プロジェクトについて知る。 

 

 

実物や画像を通して、モンゴルの文化

や 保護区内で生きる動植物、ゲルの生

活、プロジェクトの様子などについて知

る。また、プロジェクトが他国の支援や

協力に支えられていることに気づく。 

モンゴルの民芸品

や民族衣装 

モンゴル、ゲル、

プロジェクトの画

像や資料 

1 
本時 

日本とキャンプ生活を比べ、水 

の大切さを知る。 

 

 

 

水の使い方や使う量について、日本と

ゲルやキャンプの生活（飲み水、食器洗

い、洗濯、シャワー、トイレなど）を比

較し、感想を発表する。 

ペットボトル 

ゲルやキャンプ 

生活の画像や資 

料 

1 

自分たちができることを考え、 

発表する。また、世界の課題が 

自分たちの課題であることを知 

る。 

モンゴルの環境や水を守るために自分

たちができることを考え、発表する。ま

た、世界の課題について知り、その解決

について考える。 

SDGs のアイコン 

表 

 

 



6．授業展開案 

本時のねらい：日本とキャンプ生活を比べ、水の大切さを知る。 

過程・時間 学習活動（児童の声） 指導上の留意点・支援 教材 

 

 

導入 

(15 分) 

 

 

 

 

 

展開 

(15 分） 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(15 分） 

 

 

○ゲルやキャンプ生活の様子を写した画像を見な

がら、感想を話し合う。 

○日本の「住」と比較し、水回りや水の使い方の違

いに気づく。 

・自然といっしょに生活している。 

・不便な生活だけど、楽しそう。 

 

○資料を見たり、ペットボトルを並べたりして、モ

ンゴルと日本の使う量を比べる。 

○モンゴルの人たちが水を大切さに使っているこ

とを知る。 

・日本は水をたくさん使っている。 

・モンゴルの人たちは水を節約して使っている。 

 

 

○感想を発表し、日本人として、自分たちができる

ことを考える。 

・ぼくたち、わたしたちも水を大切にする。 

・水をプレゼントする。 

 

 

・モンゴルと日本の特徴が比較

しやすい画像や実物を用いる。 

・特に身近な飲み水、食器洗い、

洗濯、シャワー、トイレなど水

回りの違いについて強調する。 

 

 

・数字だけではなく、ペットボト

ルを並べることで、その違いを

体感できるようにする。 

・モンゴルの人たちの気持ちに

なって考えるように声かけを

する。 

 

 

・これまでの生活をふり返るよ

うにし、自分たちにもできるこ

とがあることを伝える。 

 

 

 

・モンゴルと日本 

の画像や実物 

 

 

 

 

 

・資料 

・ワークシート 

・ペットボトル 

 

 

 

 

 

 

 

7．評価基準に基づく本時の評価（評価方法） 

水の大切さを知り、自分なりの意見を発言している。（発言・ワークシート） 

 

 本時は複数のクラスの児童（肢体と知的に重複障害のある 5・6年生の児童

6名と肢体に単一障害のある 4年生の児童 1名）が参加、ALT や同僚の教師数

名が参観した。実物や写真などの視覚的な手がかりが有効であり、実際の体験

を教師が直接伝えることで、児童は普段の

授業よりも前向きな姿で取り組んでいた。

前半のゲルやキャンプ生活の紹介が長く

なってしまい、児童の考える時間が短くな

ってしまった。また、ペットボトルを全員

で並べ、モンゴルと日本の水の使う量を比

較する活動が「洗面」だけになってしまった。児童が積極的に行って

キャンプ生活での水の使い方や使う量を日本と比べよう。 

モンゴルの人たちと同じようにぼくたち、わたしたちも水を大切に使わなくてはいけないんだ。 

モンゴルと日本の水の使う量の違い 

日本とどこが違う？ 



いた活動なので、他の項目やたくさんのペットボトルを準備し、

取り組むことができればよかった。 

授業前、児童たちは他国や異文化についての興味関心はほと

んどなかった。知っている国名や文化や生活習慣の違い等の知

識も少なかった。また、環境問題に対して、漠然と「水を大切に

する」と口にしていたが、そのことが、他国の人たちの生活には

つながっていなかった。授業が終わった後、モンゴルの文化や生

活習慣等に興味を示したり、トイレで手を洗う時に、「モンゴル

の人のように水を大切にする。」

と言ったりする児童がいた。ま

た、水だけでなく、森林の保全

にも目を向ける児童もいた。児

童が他国で起こっていることを

「自分ごと」として捉え、自分の生活に生かそうとする姿が見られるよ

うになってきた。この授業をきっかけに SDGs の学習を深めていく予定で

ある。 

今後は参観した教師からアドバイスをもらい授業プログラムの改善を

行っていきたい。また、学校生活だけではなく家庭生活、将来の生活に

つながるように保護者の参加も呼び掛けていきたい。 

 

Ⅳ.さいごに 

 今回、このプロジェクトに参加し、授業を実践してみて実感したことは、教材研究、授業準備、環境づ

くりの大切さである。また、自分自身が世界の国々の課題や環境問題に対する認識を新たにし、自己の国

際感覚を磨いていかなければいけないと感じた。今回の体験を通して、現地でしか得ることができない

情報や磨くことができない感覚を身につけ、児童に還元できたことはとてもよかった。さらに、現地の人

に限らず、同行した EW ボランティアメンバーからの学びはとても貴重で、そのつながりをこれからの教

育実践にもつなげていきたい。 

この授業プログラムは、「北陸地区の国際理解教育勉強会」でも報告し、更なる改善を加え、特別支援

学校に限らず普通の小中学校、高等学校で活用できる汎用性のある授業にし、提供していきたい。 

 

ワークシート 

みんなの水 


